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はじめに

アレチウリ（Sicyos angulatus L.）は
北米原産の一年生雑草であり，2006
年に外来生物法により特定外来生物に
指定されている（環境省 2018）。生
育が旺盛で繁殖力が非常に強いため ,
他の植物を覆いつくし , 現地の植生に
悪影響を及ぼすことから日本の侵略的
外来種ワースト 100（日本生態学会）
にも指定されており , すでに全国的に
発生が確認されている。アレチウリは
飼料用トウモロコシ畑やダイズ畑にも
侵入し , 農業生産の現場においてもそ
の被害は及んでいる（黒川 2018）。

2020 年現在，岩手県北地域でも主
要河川敷や主要道路沿，耕作放棄地な
どで広く生育が確認され，今なお，水
系を介して分布の拡大が進んでいると
考えられる。岩手県北地域のダイズ作
におけるアレチウリによる減収被害
は 2015 年頃から表面化してきた。管

内の大規模生産者の複数のダイズ圃場
でアレチウリが確認され，収穫期には
ダイズ圃場がアレチウリに覆われ，収
穫不能となった甚大被害圃場も発生し

（図 -1），対策技術の確立が急務となっ
た。ダイズ作のアレチウリ防除体系に
ついては，ダイズ 2 ～ 3 葉期のベン
タゾン液剤処理，手取除草，中耕・培
土および茎葉処理除草剤の畦間・株間
処理の体系が提案されている（宮城県
古川農業試験場 2014）。しかしなが
ら，この体系ではダイズ生育前半の株
間手取除草が必須であること，作業効
率の面から茎葉処理剤の畦間・株間処
理の普及が進んでいないことなどか
ら，現地での省力的作業の点で課題が
残されている。

岩手県のダイズ作における慣行の雑
草防除は , 播種後土壌処理除草剤の散
布と，ダイズ 2 葉期頃に茎葉処理除
草剤散布後，1 ～ 2 回の中耕・培土を
行うことを基本として実施されてい
るが , アレチウリに対しては，土壌処

理除草剤の効果が不十分であること
や（図 -2），アレチウリの出芽期間が
4 月下旬～ 10 月下旬と長く（小野・
髙橋 2019）生育速度も速いことか
ら，除草後に出芽した個体が次の防除
までに大型化し，防除しきれないケー
スが生じる。アレチウリは㎡当たり 1
個体以下でもダイズ収量や収穫作業に
影響を及ぼす（中央農業研究センター 
2019）ことから，発生個体を大型化
させないよう，従来よりも高頻度に除
草を行う必要がある。新たな侵入雑草
に対する防除手段として新規の除草剤
が期待されるが，農薬登録の取得や適
用拡大の試験や手続きが必要で，現地
への適用には時間を要する。

ダイズ作における除草技術の一つと
して，固定タイン式除草機（以下，除
草機）の利用があげられる。除草機は
主に，条間除草用のカルチ（チゼルプ
ラウ）と株間除草用のレーキ状のタイ
ンから構成され，管理機等でけん引
しながら除草を行うものである（図

固定タイン式除草機を用いた
アレチウリの除草技術

図 -1　�現地試験地区のアレチウリ蔓延ダイ
ズ圃場（2015年 9月 14日）

注）圃場全面をアレチウリが覆いつくし，下のダ
イズは茶色に変色している。
最終的には圃場全面をチョッパーで細断し，ダイ
ズの収穫はできなかった。
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図-1 現地試験地区のアレチウリ蔓延ダイズ圃場（2015 年 9 ⽉ 14 ⽇） 

注）圃場全⾯をアレチウリが覆いつくし，下のダイズは茶⾊に変⾊している。 

最終的には圃場全⾯をチョッパーで細断し，ダイズの収穫はできなかった。 

図 -2　�DCMU50％液剤の散布 13日後の現
地試験圃場（2016年 7月 13日）

注）条間に生えている雑草の大半がアレチウリ
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図-2 DCMU50％液剤の散布 13 ⽇後の現地試験圃場（2016 年 7 ⽉ 13 ⽇） 

注）条間に⽣えている雑草の⼤半がアレチウリ 
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図 -3　�固定タイン式除草機（2019 年 7 月
18日）

注①：チゼルプラウ，②：固定タイン，写真右上：
培土用ディスク
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図-3 固定タイン式除草機（2019 年 7 ⽉ 18 ⽇） 

注①：チゼルプラウ，②：固定タイン，写真右上：培⼟⽤ディスク 
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特集・ダイズ栽培での雑草問題
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図 -3　�固定タイン式除草機（2019 年 7 月
18日）

注①：チゼルプラウ，②：固定タイン，写真右上：
培土用ディスク
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-3）。条間除草はカルチが作用し，引
き抜いた草をかぎ爪状のタインが集草
することで行われる。株間除草はレー
キ状のタインが作物体近傍の土壌の浅
い層に作用し，雑草を引抜き，あるい
は切断して除草を行う。固定タイン式
除草機の最も大きな特徴は，株間除草
用のレーキの組み合わせやレーキ先端
の交差幅等の設定を調整することで，
作物の生育段階に応じた強度で土壌お
よび雑草に対して作用できることであ
る。また，作業速度が比較的早く，大
面積をこなすことも可能である。
除草機は作物が直線状に栽植され，
タインの接触に伴う作物の損傷による
収量等への影響がない品目であれば早
期に適用できるため，ダイズ作でのア
レチウリのような侵入外来雑草への対
策として有効と考えられる。しかしな
がら，除草機を組み合わせたアレチウ
リの省力的な除草技術については未検
討である。そこで，除草機を活用した
アレチウリの除草技術を確立するた
め，作業適期，作業精度およびダイズ
生育・収量に対する影響について現地
圃場で検討した。

1. 現地におけるアレチウリ
除草試験

試験は岩手県二戸市金田一地区の
アレチウリが優占するダイズ圃場にて
2018年と 2019 年に行った。なお，2
カ年とも同一圃場ではなく，同地域の
近隣圃場で行った。供試品種は 2カ
年とも「リュウホウ」を用い，栽植密
度は条間 70㎝，株間 24㎝の 2粒播き
とした。施肥は基肥としてN：P2O5：
K2O ＝ 4：2：2kg/10a 施用した。播
種前の耕起は 2カ年とも播種直前に
バーチカルハローにより行い，播種日
は 6月 12 日であった。試験圃場は黒
ボク土壌で，播種時の砕土率は非常に
高い条件であった。
除草機は 3連タイプの「S3カルチ」

（キュウホー社）に株間除草用アタッ
チメントである「ウルトラQ」（レー
キ構成は除草機前方からHレーキ＋
Cレーキ）および，株間への培土効果
のある培土用ディスク（商品名：「モ
グラディスク」）を装着して用いた。
この除草機を乗用型管理機（GR-16）
に装着して機械除草を行った。
試験区の構成は表 -1 に示す。播種
後同日に土壌処理除草剤を散布し，ダ

イズ2葉期頃に茎葉処理除草剤として
ベンタゾンナトリウム塩 40％液剤を
150mL ／ 10a 散布し，中耕ディスク
による中耕培土を 1回行う区を慣行
区とした。土壌処理除草剤は 2018 年
試験では DCMU50％液剤を 150mL
／ 10a 散布し，2019 年試験ではジメ
テナミド P8.5％・リニュロン 12.0％
乳剤を 600mL ／ 10a 散布した。慣
行の除草体系に加え，ダイズ 1～ 1.5
葉期（茎葉処理除草剤の散布 7日前）
に除草機による除草を行った試験区を
1～ 1.5 葉期除草区とした。さらに，
ダイズ 3～ 5 葉期（茎葉処理除草剤
散布 7日後）に除草を行う 3～ 5 葉
期除草区と，1～ 1.5 葉期，3～ 5葉
期の 2回機械除草を行う 2回除草区
の 3区を設けた。各年次の処理日に
ついては表 -1 にまとめた。また，機
械除草時に各区の作業時間を計測し機
械除草作業の 10a 当たり作業時間を
算出した。
機械除草の 1～ 1.5 葉期除草，3～
5葉期除草の除草前後および茎葉処理
除草剤の散布直前，中耕培土処理後に
調査区内のアレチウリの個体数および
個体ごとの葉齢を調査した。機械除草
による除草効果は，
アレチウリ残草割合=

表−1　試験区の構成と各処理の実施時期

試験年次および 機械除草 機械除草

試験区 1～1.5葉期 3～5葉期 1回目 2回目

2018年 7/4 7/11 7/18 8/2

慣行区 ○ ○

1～1.5葉期除草区 ○ ○ ○

3～5葉期除草区 ○ ○ ○

2回除草区 ○ ○ ○ ○

2019年 7/3 7/11 7/18 7/25 8/2 9/14

慣行区 ○ ○ ○ ○

1～1.5葉期除草区 ○ ○ ○ ○ ○

3～5葉期除草区 ○ ○ ○ ○ ○

2回除草区 ○ ○ ○ ○ ○ ○

**茎葉処理剤はベンタゾンナトリウム塩40％液剤 150mL/10a

手取除草

*土壌処理剤は2018年はDCMU50％液剤150mL/10a，2019年はジメテナミドP8.5％・リニュロン12.0％乳剤600mL/10a

で，両年とも播種同日に散布した
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　除草後のレチウリ残存個体数／
　除草前のレチウリ個体数 ×100
として評価した。残草調査は条間と株
間で分けて行った。条間 70㎝のうち，
ダイズ株の両脇 5㎝の範囲を株間と
し，条間は条と条の中央 60㎝幅とし
た。各試験区とも，1区当たり2.1ｍ（3
条）× 20 ｍの調査区を設け，調査面
積は条間が 24㎡（0.6 ｍ× 2本× 20
ｍ），株間が6㎡（0.1ｍ×3本×20ｍ）
とした。なお，試験区内でアレチウリ
が平均的に発生している部分に調査区
を設置し，反復は設けなかった。アレ
チウリは 5葉以上となるとつるを伸
長させることから，4葉以下と 5葉以
上に分けて除草効果を評価した。

2019 年試験では，各試験区内にお
いて 10 株 2 反復で坪刈りによる収量
調査を行ったことに加え，8 月 2 日お
よび 9 月 14 日に試験区内のアレチウ
リの手取り除草を行い，その作業時間
を調査した。

2. 結果と考察

(1) 機械除草の時期，回数がアレチ
ウリへの除草効果に及ぼす影響

各調査時の条間と株間における除草
試験結果について表 -2，表 -3 に示し
た。2018 年，2019 年とも同様の結
果であったため，2 ヵ年の結果を合算

して示した。各試験区の 1 ～ 1.5 葉
期除草前のアレチウリ発生密度は 2 ヵ
年とも概ね1～2本/㎡程度であった。 

ダイズ条間における機械除草後の
4 葉以下のアレチウリ残草割合（以
下，残草割合）は，6.3 ～ 19.7％で，
80％以上の個体を除草できた。一方
5 葉以上の個体に関しては 40.0 ～
66.7％と，4 葉以下よりも除草効果が
劣った。これはアレチウリの生育が進
展してつるが伸長し，ダイズに絡みつ
くことによるものであった。

最後に行う中耕培土実施後のアレチ
ウリ個体数は慣行区で 5 葉以上の個
体が 1.8 個体／㎡程度残草したもの
の，機械除草を行った 3 区では 5 葉

表−2　機械除草の時期，回数がダイズ条間の葉齢別アレチウリの除草効果に及ぼす影響（2018年，2019年試験）

前 後 前 後

（％） （個体/㎡） （％） （個体/㎡）

4葉以下 2.67 - - 1.79 1.62 - - 0.05

5葉以上 0.00 - - 2.00 2.00 - - 1.80

4葉以下 2.02 0.15 7.4 1.07 0.82 - - 0.27

5葉以上 0.00 0.00 - 0.20 0.20 - - 0.29

4葉以下 1.45 - - 0.89 0.80 0.05 6.3 0.00

5葉以上 0.00 - - 0.75 0.75 0.30 40.0 0.15

4葉以下 1.02 0.20 19.7 0.40 0.57 0.10 17.7 0.10

5葉以上 0.10 0.05 50.0 0.15 0.15 0.10 66.7 0.15

＊アレチウリ残草割合は除草後のアレチウリ残存個体数/除草前のアレチウリ個体数/100で算出

前 後 前 後

（％） （個体/㎡） （％） （個体/㎡）

4葉以下 1.82 - - 1.62 1.60 - - 0.00

5葉以上 0.00 - - 1.40 1.40 - - 2.00

4葉以下 2.14 1.10 51.4 1.37 1.30 - - 0.00

5葉以上 0.00 0.00 - 1.20 1.20 - - 1.80

4葉以下 1.04 - - 0.41 0.41 0.10 24.7 0.00

5葉以上 0.00 - - 0.90 0.90 0.60 66.7 0.50

4葉以下 1.52 0.97 64.0 0.46 0.39 0.15 38.5 0.05

5葉以上 0.00 0.00 0.0 1.35 1.35 1.25 92.6 1.15

＊アレチウリ残草割合は除草後のアレチウリ残存個体数/除草前のアレチウリ個体数/100で算出
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　除草後のレチウリ残存個体数／
　除草前のレチウリ個体数 ×100
として評価した。残草調査は条間と株
間で分けて行った。条間 70㎝のうち，
ダイズ株の両脇 5㎝の範囲を株間と
し，条間は条と条の中央 60㎝幅とし
た。各試験区とも，1区当たり2.1ｍ（3
条）× 20 ｍの調査区を設け，調査面
積は条間が 24㎡（0.6 ｍ× 2本× 20
ｍ），株間が6㎡（0.1ｍ×3本×20ｍ）
とした。なお，試験区内でアレチウリ
が平均的に発生している部分に調査区
を設置し，反復は設けなかった。アレ
チウリは 5葉以上となるとつるを伸
長させることから，4葉以下と 5葉以
上に分けて除草効果を評価した。

2019 年試験では，各試験区内にお
いて 10 株 2 反復で坪刈りによる収量
調査を行ったことに加え，8 月 2 日お
よび 9 月 14 日に試験区内のアレチウ
リの手取り除草を行い，その作業時間
を調査した。

2. 結果と考察

(1) 機械除草の時期，回数がアレチ
ウリへの除草効果に及ぼす影響

各調査時の条間と株間における除草
試験結果について表 -2，表 -3 に示し
た。2018 年，2019 年とも同様の結
果であったため，2 ヵ年の結果を合算

して示した。各試験区の 1 ～ 1.5 葉
期除草前のアレチウリ発生密度は 2 ヵ
年とも概ね1～2本/㎡程度であった。 

ダイズ条間における機械除草後の
4 葉以下のアレチウリ残草割合（以
下，残草割合）は，6.3 ～ 19.7％で，
80％以上の個体を除草できた。一方
5 葉以上の個体に関しては 40.0 ～
66.7％と，4 葉以下よりも除草効果が
劣った。これはアレチウリの生育が進
展してつるが伸長し，ダイズに絡みつ
くことによるものであった。

最後に行う中耕培土実施後のアレチ
ウリ個体数は慣行区で 5 葉以上の個
体が 1.8 個体／㎡程度残草したもの
の，機械除草を行った 3 区では 5 葉

表−2　機械除草の時期，回数がダイズ条間の葉齢別アレチウリの除草効果に及ぼす影響（2018年，2019年試験）

前 後 前 後

（％） （個体/㎡） （％） （個体/㎡）

4葉以下 2.67 - - 1.79 1.62 - - 0.05

5葉以上 0.00 - - 2.00 2.00 - - 1.80

4葉以下 2.02 0.15 7.4 1.07 0.82 - - 0.27

5葉以上 0.00 0.00 - 0.20 0.20 - - 0.29

4葉以下 1.45 - - 0.89 0.80 0.05 6.3 0.00

5葉以上 0.00 - - 0.75 0.75 0.30 40.0 0.15

4葉以下 1.02 0.20 19.7 0.40 0.57 0.10 17.7 0.10

5葉以上 0.10 0.05 50.0 0.15 0.15 0.10 66.7 0.15

＊アレチウリ残草割合は除草後のアレチウリ残存個体数/除草前のアレチウリ個体数/100で算出
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4葉以下 1.82 - - 1.62 1.60 - - 0.00
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4葉以下 2.14 1.10 51.4 1.37 1.30 - - 0.00

5葉以上 0.00 0.00 - 1.20 1.20 - - 1.80

4葉以下 1.04 - - 0.41 0.41 0.10 24.7 0.00

5葉以上 0.00 - - 0.90 0.90 0.60 66.7 0.50

4葉以下 1.52 0.97 64.0 0.46 0.39 0.15 38.5 0.05

5葉以上 0.00 0.00 0.0 1.35 1.35 1.25 92.6 1.15
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以上の密度は 0 ～ 0.3 個体 /㎡に抑え
られた。また，1 ～ 1.5 葉期除草区と
3 ～ 5 葉期除草区および 2 回除草区を
比較すると 3 ～ 5 葉期除草区および 2
回除草区の方が個体数は少なかった。

一方，株間におけるアレチウリ残
草割合は 4 葉以下の場合，1 ～ 1.5
葉期除草区では 51.4 ～ 64.0％程度
となり，3 ～ 5 葉期除草区では 24.7
～ 38.5％程度と条間よりも除草効果
が劣った。また，5 葉以上の個体で
は 66.7 ～ 92.6％とさらに除草効果が
劣った。株間はダイズの損傷が回避さ
れるようレーキ状のタインのみが作用
し，除草強度は条間よりも低いことか
らこのような結果となったと考えられ
る。中耕・培土実施後のアレチウリ個
体数は慣行では 5 葉以上が 2 個体／
㎡程度であり，1 ～ 1.5 葉期除草区で
は慣行区と同等であったのに対し，3
～ 5 葉期除草区および 2 回除草区では
0.5 ～ 1.2 個体／㎡と慣行および 1 ～
1.5葉期除草区よりも低く抑えられた。

これらのことから機械除草は 4 葉
以下のアレチウリに対しては除草効果
が高いことが明らかとなった。また，
機械除草の実施時期は，ダイズの 1
～ 1.5 葉期のみよりも 3 ～ 5 葉期で
除草を行う方が，最終的なアレチウリ
の個体数がやや少なくなる傾向であっ
た。これは 1 ～ 1.5 葉期の時期には
気温が低いため，アレチウリの生育が
緩慢であるものの，3 ～ 5 葉期には気
温が上昇し，アレチウリの生育が進む

ため，ダイズ 3 ～ 5 葉期に機械除草
を行うことがより除草効果を高めるの
に重要と考えられる。しかし，今回の
2 カ年の試験では前処理時の 7 月第 2
半旬に平均気温が平年よりもやや低め
に推移したことから，ダイズ 1 ～ 1.5
葉の時期に気温が高い年次には，1 ～
1.5 葉期と 3 ～ 5 葉期の 2 回機械除
草を行うことが必要と考えられる。

（2）機械除草の導入と総除草作業
時間

各種除草作業時間の結果につい
て表 -4 に示した。機械除草作業の
10a 当たり作業時間は 1 回当たり約
0.5h/10a であった。慣行区では，機
械除草を行った 3 区よりもアレチウ
リがつるを伸長させ，ダイズに絡みつ
いている個体が比較的多く観察され
た。そのため，手取り除草作業時間
は，慣行区で 5.0h ／ 10a であったの
に対し，機械除草を行った3区では1.8
～ 2.4h/10a となり，2.6 ～ 3.2 時間
減少した。その結果，除草作業時間の
合計は慣行区で 5.0h ／ 10a と最も長
く，3 ～ 5 葉期除草区で 2.3h ／ 10a
と最も短くなった。機械除草の導入に
より，除草作業が省力化できた。

(3) 除草体系がダイズ収量に及ぼ
す影響

機械除草時のダイズ株への影響は ,
株間除草用のタインの接触により，傾
いた株が数個体見られる程度であっ

た。また，いずれの区においても中
耕・培土後にアレチウリの手取り除草
を 2 回行っていることから，雑草害
による収量への影響は無いと考えられ
る。ダイズ収量（子実重）は，慣行区
で 307kg ／ 10a であったが，機械除
草を行った 3 区では 314kg ～ 351kg
／ 10a といずれの区でも慣行区を上
回った（表 -3）。このことから，機械
除草によるタインの接触等によるダイ
ズ収量への影響はほとんど無いか，そ
の被害程度は雑草害による収量低下分
を上回らないと考えられた。

おわりに

本試験は畑地でかつ黒ボク土壌で砕
土率が非常に高い条件での試験であっ
た。機械除草の除草効果は土壌条件の
影響を受けやすく，水田転換畑や重粘
土壌のような砕土が劣る条件では除草
効果が低下する可能性があり，今後の
検討が必要である。また，本試験の除
草体系では茎葉処理剤としてベンタゾ
ン液剤を供試した。ベンタゾン液剤は
強日照，高温条件では十分な除草効果
が得られるものの，曇雨天や低温条件
下では除草効果が低下することから，
散布時期の気象を考慮しつつアレチウ
リが大型化する前に散布することが求
められる。2018 年にダイズに農薬登
録拡大されたフルチアセットメチル乳
剤はベンタゾン液剤と比較してアレチ
ウリ生育初期に高い防除効果がある
ことが確認されている（澁谷 2019）。
今後，フルチアセットメチル乳剤を組

表−4　各除草体系の作業時間およびダイズ収量（2019年試験）

機械除草 手取り除草 合計

慣行区 0.0 5.0 5.0 307

1～1.5葉期除草区 0.5 2.4 3.0 314

3～5葉期除草区 0.5 1.8 2.3 344

2回除草区 1.1 2.1 3.2 351

試験区
除草作業時間(h/10a)

ダイズ収量
（kg/10a）

表-4 各除草体系の作業時間およびダイズ収量（2019年試験）
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み込んだ体系防除についても評価する
必要がある。

本技術の詳細については，農研機構
HP に公開されている「大豆栽培にお
ける難防除雑草の防除マニュアル」に
掲載されており，そちらも参照してほ
しい。
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